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ロジックICの代名詞というと，「74シリーズ」が

頭に浮かぶほど，メジャーなものとなっています．私

を含めて，ディジタル回路の設計を目指した若者がま

ず買う本がVHDLやVerilog－HDL，また回路集など

よりも，CQ出版社の「汎用ロジック・デバイス規格

表」ではないでしょうか．

74シリーズは秋葉原などの電気街でも容易に入手

できますし，複数のメーカが製造しているということ

で入手性についてもそれほど真剣に考えることはなく

ともよいデバイスです．

ところが74シリーズにも無印，74Sxx，74LSxx，

低電圧駆動用の74VHCxx，74LVCxxなどのさまざま

な種類があります．その違いはどこにある？…と聞か

れると，前述の規格表や各社のWebサイトなどで調

べることになります．

しかし，ディジタル回路の設計に携わった当初や設

計経験が少ない場合，豊富な情報よりは「こういう場

面で使うものだ」ということを，先に知っておいたほ

うがよいのではないかと私は考えます．

本章では，私がロジックICを採用する際に目安と

する独自基準を紹介しつつ，豊富な各種ロジックIC

のファミリについて紹介していきます．本章で解説す

る主なロジックICファミリについて，表6－1にまと

めておきます．

■７４ファミリ

ディジタル回路を考える際に，回路を構成する素子

の代名詞でもあるのが「74ファミリ」です．

74ファミリはTTL，すなわちバイポーラ・トラン

ジスタで構成されたロジックICです．非常に古いデ

バイス・ファミリであるため，現在はあまり見かける

こともありません．しかし，構造が簡単であるためロ

ジックICの動作について勉強する場合などには回路

図を見かけることがあるでしょう．

5 V駆動標準ロジック・ファミリ

5 V電源駆動であることと消費電力も非常に多いこ

とから，後述の74LSファミリに取って代わられ，現

在では入手困難のレア・アイテムです．後述のさまざ

まなファミリに対して，こちらはオリジナルの74フ

ァミリであるため「74無印」，「レガシィ74ファミリ」

などと私は呼んでいます．

■７４Sファミリ，７４LSファミリ，
７４Fファミリ

初めて登場した74ファミリの内部構造を各社が変

更して作り上げ，現在の74ファミリの普及を広める

ことになったデバイス・ファミリ群です．後述の

74HCファミリも，ここで紹介する3ファミリと同様

に非常に有名ではありますが，プロセスに相違がある

ため別途解説します．

それぞれ，74S ファミリの S はショットキー

（Shotkey），74LSファミリのLSはローパワー・ショ

ットキー（Lowpower－Shotkey），そして74Fファミ

リのFはファスト（Fast）の略です．

● VILと動作速度

74無印ファミリを構成するTTLにおいては，内部

トランジスタはダイオードと同じようにVBE（ベース－

エミッタ間電圧）特性をもちます．このベース－エミ

ッタ間電圧はおおむねね0.65～0.8 Vなので，TTLデ

バイスのLレベル側入力電圧VILの最大値は0.8 Vmax.
となっています．

それに対して，ここに紹介したファミリのうちショ

ットキー・トランジスタを使ったものでは，この電圧

が0.4 Vくらいまで下がります．トランジスタの動作

を決めるON/OFF電圧が低いということは，それだ

け電圧に対する感度が高く，高速に動くことができる

ことを意味します．

ゆえに，ショットキー・ファミリは，74無印ファ

ミリに比べて2倍以上の速度で動作することができま

すが，その反面消費電力が非常に大きいです．速度が

上がると消費電力も大きいというのは，現在でも変わ
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りません．

出力電圧レベルは一般に言われるTTLロジック・

インターフェイス・レベルであり，VIH/VOHは2.4 V

以上，VIL/VOLは0.8 V以下です．

ロジックICでの一般的なHレベル/Lレベルの保証

範囲とVIH/VOH，VIL/VOLの関係を図6－1に示しま

す．

● 消費電力の低減

ショットキー特性を内部トランジスタに採用したう

えで，消費電力も下げていこうということで考え出さ

れたものが74LSファミリです．また，ショットキー

特性までもいかなくとも，トランジスタを高速に駆動

するようにアーリー効果を抑え，トランジスタの先の

ファン・アウト調整も行ったものが74Fファミリです．

74無印と74S，74LS，そして74Fファミリともに，

内部はトランジスタ（とショットキー・バリア・ダイ

オード）をベースに組み上げられたものであり，74LS

と74Fファミリはいまでも広く入手できるベスト・セ

ラーです．おそらく将来的にもなくなることはないで

しょう．
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図6－1 ロジックICの入出力レベルと保証範囲

（a）5Vロジック系

（b）CMOS系

（c）低電圧系

表6－1 主なロジックICファミリの特徴

ファミリ 74（無印） 74S 74LS 74F 74HC

メーカ 複数 複数 複数 複数 複数

推奨電圧 5 V 5 V 5 V 5 V 5 V

電源範囲 4.5～5.5 4.5～5.5 4.5～5.5 4.5～5.5 4.5～5.5

プロセス TTL TTL TTL TTL CMOS

広駆動電圧範囲 ― ― ― ― ○

レベル変換 ― ― ― ― ―

超小型パッケージ ― ― ― ― ―

ファミリ 4xxx/45xx 74LVT 74LVC 74ALVC 74AVC

メーカ モトローラなど TI TI TI TI

推奨電圧 5 V 3.3 V 3.3 V 2.5 V 2.5 V

電源範囲 3.0～18 2.7～3.6 1.65～3.6 2.3～3.6 1.4～3.6

プロセス CMOS TTL CMOS CMOS CMOS

広駆動電圧範囲 ○ ― ○ ― ○

レベル変換 5～3.3 5～3.3 3.3～2.5 3.3～2.5 3.3～1.8

超小型パッケージ ― ― ― ― ―

ファミリ 74AUC 74LCX 74LVX 74VCX TC7MP

メーカ TI 東芝 東芝 東芝 東芝

推奨電圧 1.8 V 3.3 V 3.3 V 2.5 V 1.8 V

電源範囲 0.8～2.7 2.0～3.6 2.0～3.6 1.8～3.6 1.65～3.6

プロセス CMOS CMOS CMOS CMOS CMOS

広駆動電圧範囲 ○ ― ― ○ ○

レベル変換 2.5～1.2 5～3.3 5～3.3 3.3～2.5 3.3～1.8

超小型パッケージ ○ ― ― ― ○


